
プール跡地の有効活用について
2020年8月～2025年3月末　辰野町 地域おこし協力隊　西居　誠二



なぜ　サバゲーなのか？



マスのつかみ取り、火起こし体験などを着任してすぐに取り掛か
り開催してきましたが、年に数回程度の開催となってしまい

毎週開催できるような事業としては難しい
↓

恒常的に運営していける事業を模索
↓

スケボーフィールド、ドローン免許場、バナメイエビ養殖など
直接、専門家の方などにお話を聞きに訪問

↓
どれも予算がすごく掛かってしまう為、断念



そんな時に出会いました

田中氏「プール跡地にサバゲーフィールド作ったら
すごく良いフィールドになると思うんだよね」

サバゲーのことを全く知らなかったので、連れていってもらい
体験することに・・・

廃材を集めて、活用すればフィールドを作れそう！

ということがきっかけでサバイバルゲームフィールドの運営を
考えるようになりました



ちなみに・・・
このプール跡地が償還期間後どうなるのかは分からない為、当初
からクラウドファンディングなどは検討していません（借りれな
くなる可能性があるのが分かっていながら、資金調達をお願いす

るわけには行かない為）

決定的な理由は、中信・南信に毎週サバイバルゲームを運営して
いるフィールドが無い！

近隣にはフィールドが無いというのは、すごくポテンシャルを感
じました。



←　当初はこういう感じでした。
（※これでもプールの中の腐葉土を取り除いた状態です）

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　色んな人達に手伝ってもらいながら
　　　　　　　　　　　　少しずつ、廃材を様々なところから頂戴し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運び入れていきました。





流れるプールのおよそ半分をサバイバルゲームフィールドとして
2022年9月運営開始
（黄色の枠内）

2023年5月流れるプール1周繋げてリニューアルオープン

2023年12月には流れるプールの内側のプールサイドを含めた全部のエリアの
フィールドが完成



2022年 利用者数
9月 24
10月 36
11月 34
12月 18
総計 112

2023年 利用者数
1月 0
2月 0
3月 18
4月 32
5月 51
6月 53
7月 55
8月 42
9月 78
10月 72
11月 70
12月 41
総計 512

2024年 利用者数
1月 38
2月 36
3月 78
4月 104
5月 113
6月 107
7月 105
8月 101
9月 118
10月 126
11月 147
12月 113
総計 1186

利用エリアを広げていくと同時に、少しずつ
口コミも広がり利用者はどんどん増えて行き
ました。

冬季はどうしても利用者が少なくなるのです
が、今シーズンは12月は100名を超え、1月2
月共に利用者は70名は超えています。

団体様のご利用も増えていて、大学のサーク
ルのご利用、近隣の企業でのご利用、警察署
や自衛隊の方のご利用も増えています。





最後に・・・

休眠施設などの利活用について
お金をかけなくてもちゃんと活用できます

人も呼べます

お金をかけるべきはもっと他にあるのではないでしょうか？


